


２．各論 

（１）騒音に係る影響

対象事業実施区域の周辺には複数の住居が存在しており、風力発電設備の

稼働に伴う騒音について周辺他事業との累積的な影響の予測結果において、

「風力発電施設から発生する騒音に関する指針について」（平成 29 年５月環

境省）指針値を超過している。 

このため、以下の措置を講ずること。 

ア 評価書の作成までに、周辺他事業との累積的な影響の予測結果を踏まえ

た風力発電設備の配置について、更に詳細な検討を行い、その経緯及び結果

を評価書に記載すること。

イ アの検討を踏まえ、必要に応じて調査、予測及び評価を再度実施し、その

結果に応じて、稼働調整等を含む環境保全措置を検討・実施すること。また、

評価書段階での予測及び評価結果に基づき、指針値を超過する複数の住居

への事前説明を実施すること。

ウ 適切に事後調査及び環境監視を実施し、その結果、環境影響が十分に低減

できていないと判断された場合には、専門家等の指導・助言を踏まえ、追加

的な環境保全措置を講ずること。

（２）風車の影に係る影響

対象事業実施区域の周辺には、複数の住居が存在しており、風力発電設備の

稼働に伴う風車の影の予測結果において、諸外国のガイドラインの参照値を

複数地点において超過している。 

このため、以下の措置を講ずること。 

ア 評価書の作成までに、予測結果を踏まえた風力発電設備の配置について、

更に詳細な検討を行い、その経緯及び結果を評価書に記載すること。

イ アの検討を踏まえ、必要に応じて調査、予測及び評価を再度実施し、その

結果に応じて、環境保全措置を検討・実施すること。また、評価書段階での

予測及び評価結果に基づき、風車の影による生活環境への影響が生じる複

数の住居への十分な事前説明を実施すること。

ウ 適切に環境監視を実施し、その結果、環境影響が十分に低減できていない

と判断された場合には、専門家等の助言を踏まえ、追加的な環境保全措置を

講ずること。

（３）鳥類に対する影響

対象事業実施区域及びその周辺は、多くのガン類、カモ類及びハクチョウ類

の渡り鳥の重要な飛来地となっており、環境省の「生物多様性の観点から重要

度の高い湿地」に選定された陸奥湾及び小川原湖湖沼群が位置する等、自然環

境保全上、特に鳥類にとって重要な地域が存在していることから、本事業の実

施により、鳥類に対して移動経路の阻害、餌場機能の喪失、バードストライク

等の影響が懸念される。また、対象事業実施区域及びその周辺では、ハイタカ、



 
 
 

オオタカ及びチョウゲンボウを始めとした希少猛禽類の生息が確認されてお

り、特に対象事業実施区域の東側ではハイタカ､オオタカの営巣が確認されて

おり、飛翔が高い頻度で確認されていることから、これら鳥類への重大な影響

が懸念される。 
このため、本事業の実施による重要な鳥類への影響を回避又は極力低減す

る観点から、以下の措置を講ずること。 
ア 鳥類の風力発電設備への衝突や移動経路の阻害等に係る環境影響評価の

予測には大きな不確実性が伴うことから、稼働後のバードストライクの有

無、渡り鳥の移動経路等に係る事後調査を適切に実施するとともに、バード

ストライクが確認される等、重要な鳥類に対する重大な影響が認められた

場合は、専門家等からの助言を踏まえて、ブレードの目玉塗装やシール貼付

等鳥類からの視認性を高める措置、渡り鳥の衝突のおそれがある季節・時間

帯の稼働調整等の追加的な環境保全措置を講ずること。 

イ 稼働後においてバードストライクが発生した場合の措置の内容について

事前に定め、重要な鳥類の衝突等による死亡・傷病個体が確認された場合

は、確認位置や損傷状況等を記録するとともに、関係機関との連絡・調整、

死亡・傷病個体の搬送、関係機関による原因分析及び傷病個体の救命への協

力を行うこと。 

 

 




